
 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇「自立と社会参加」

をめざし、児童生徒

一人ひとりの教育的

ニーズに対応した授

業を実践する。 

 

 

〇自分も他者も大切に

し、共感的な人間関

係を育成する教育活

動を実践する。 

① ICT 機器等を活用

し、児童・生徒一人

ひとりの教育的ニー

ズに応じた授業を実

践する。 

 

 

② 協働的な学びを通し

て、児童・生徒が自

分や他者の良さに気

づき、共感しあえる

授業を実践する。 

①電子黒板も含めた

ICT 機器等の活用の

バリエーションを増

やし、個々のニーズ

を踏まえ、授業で活

用する。 

 

②指導略案に児童・生

徒相互が関わる場面

を明記し、授業を実

践する。 

話し合い等、児童・

生徒が相互に関わる

授業を増やす。 

①児童・生徒一人ひと

りの教育的ニーズに

応じ、ICT 機器を活

用した授業が増えた

か。 

 

 

②協働的な学習を通し

て、児童・生徒が相

互に理解し、自分や

他者の良さに気づく

ことができたか。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

〇一人ひとりの教育的

ニーズを捉え、根拠

に基づいた組織的な

指導・支援の充実を

図る。 

 

 

〇教育活動全体で人権

尊重の視点に立ち児

童・生徒が安全で安

心して過ごせる学校

づくりに取り組む。 

①アセスメントに基づ

いた個別教育計画の

改善と指導への活用

を組織的に進める。 

 

 

 

②保護者、教員、児

童・生徒それぞれ

が、人権感覚を持

ち、互いに尊重しあ

い、安心できる学級

づくりに取り組む。 

①各学部・部門の実態

を踏まえたアセスメ

ントを実施し、組織

的に授業実践に生か

す仕組みづくりを検

討する。 

 

②不祥事防止研修にお

いて、人権尊重の視

点の目標を学級ごと

にたて、日常の授業

に生かすとともに、

振り返りを行う。 

①アセスメントの結果

を踏まえ、専門職等

の意見を個別教育計

画に取り入れ、ニー

ズに応じた授業を実

践できたか。 

 

②学級ごとにたてた目

標を踏まえ、人権を

尊重した学級運営が

できたか。 

３ 進路指導・支援 

〇キャリア教育の視点

をもち、児童・生徒

が地域で豊かに暮ら

し、働くことを見据

えた教育活動を展開

する。 

 

〇児童生徒のニーズや

適性に応じた、自己

選択・自己決定のた

めの継続した指導・

支援に取り組む。 

①卒業後の生活を見通

し、学校生活の中で

身に付けたい力につ

いて共通理解をもっ

て指導する。 

 

 

②児童・生徒や保護者

が卒業後の生活をイ

メージし、自ら進路

選択・決定をするた

めの進路指導・支援

システムを検討す

る。 

①卒業後の生活を見通

し、学校生活におい

て身に付けたい力に

ついて、学部・部門

で共有する。 

 

 

②進路先見学や卒業生

の話を聞くことや、

せやみつミーティン

グを通して、ニーズ

に応じた情報提供を

する。 

 

①各学部・部門で児

童・生徒に身に付け

たい力の共通理解が

もてたか。 

 

 

 

②児童・生徒や保護者

が、進路先について

理解をし、ニーズに

応じた進路選択・決

定ができたか。 

４ 地域等との協働 

〇学校コンサルテーシ

ョンを基盤としたセ

ンター的機能の充実

を図り、校内・地域

におけるインクルー

シブな学校づくりを

推進する。 

①児童・生徒の卒業後

を見据え、地域行事

の参加や地域の学校

との連携・交流等に

より、地域への学校

理解をすすめる。 

 

①学校の取組や役割を

地域に発信する機会

を増やす。 

 

②パラスポーツ等を通

して、地域との連

携・交流をすすめ

る。 

①学校の役割や取り組

みを発信する機会が

増えたか。 

 

②パラスポーツによる

地域との交流の機会

が増えたか。 



 

 

 

 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な教育環境

の整備に取り組む。 

 

 

 

 

〇教職員の資質・指導

力・専門性の向上を目

指し、人材育成と不祥

事防止に重点をおき、

信頼と期待に応える学

校運営と組織づくりを

行う。 

 

〇組織的な業務の効率化

を図る。 

 

 

 

①学校の防災体制を見

直し、再構築する。 

 

 

 

 

②年間を通して不祥事

の未然防止につなが

る情報共有を計画的

に行う。 

 

 

 

 

③教育環境の整備、ス

リム化を進めるとと

もに、業務の見直

し、削減を行うこと

で、職員の時間外労

働を月 45 時間未満

にする。 

①校内の防災体制を

見直し、整理する

とともに、地域と

防災体制の情報共

有を図る。 

 

②ヒヤリハットを報

告しやすい環境を

作り、事例の共有

を行う。 

 

 

 

 

③ 

・オフィス改善を踏ま

え、学校全体で業

務の見直しを図る

とともにTeamsの活

用により、会議の

整理やペーパーレ

ス化をすすめる。 

・業務内容を取捨選択

し、整理する。 

①地域防災についての

情報共有が進み、本

校の防災体制の見直

しが図れたか。 

 

 

②ヒヤリハット段階の

報告数が増え、事故

の未然防止に繋がっ

たか。 

 

 

 

 

③ 

・ペーパーレス化が進

んだか。 

・45 時間以上の時間外

労働職員が減った

か。 

 

・業務内容の取捨選択

ができたか。 


